
背景の色鮮やかな屏風は、
北斎画を参考に、墨田みどり
保育園の卒園児が描き、屏
風職人の片岡恭一氏が仕立
てて下さったものです。

上段左より    松本ひさし
しもむら緑
中沢えみり

加藤　拓
佐藤あつし
坂井ユカコ

下段左より   樋口　敏郎
田中くにとも
たきざわ良仁

沖山　仁
坂下　修
木内　清

福田はるみ

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
新
た
な
観
光
拠
点
「
す
み
だ
北
斎

美
術
館
」
の
開
館
が
国
内
外
へ
発
信
さ
れ
、
本

区
の
知
名
度
を
高
め
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
今
後
10
年
間
の
区
政
の
羅
針
盤

と
言
え
る
新
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
区
制
施
行
70
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
議
会

改
革
を
一
層
進
め
、
区
民
の
皆
様
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
「
す
み
だ
」
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長あいさつ

墨田区議会議長

坂下  修

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
今
後
10
年
間
の
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
、
ま
た
会
派
が
真
剣
に
議
論
し
て
ま
い
り

ま
し
た
「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
」
も
無
事
開

館
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、

世
界
中
に
本
区
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
な
っ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
基
本
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、

直
面
す
る
様
々
な
行
政
課
題
に
会
派
一
丸
と

な
って
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
本
年
も
引
き

続
き
の
ご
支
援
を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

幹事長あいさつ

墨田区議会
自由民主党幹事長

沖山  仁

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 2017

行動します！  We Take Action
違法民泊対策として
許可した宿泊施設の
公表を開始
民泊とは、個人が住宅等を
利用して有料で宿泊させる
サービスのことです。運営に
あたっては、旅館業法の許
可が必要です。しかし近年、
違法な民泊が増え、それに
伴って苦情件数も増えている
ことから、対策の一歩として、
区内にある許可施設の一覧
表を、区のホームページに
新たに追加することになりま
した。

すみだ北斎美術館
開館後の状況
11月22日にすみだ北斎美術館が開館しました。国内外の
メディアに幅広く紹介されたほか、記念式典には各国大使
館関係者の方 も々多数出席して下さいました。寄付金の
総額は6億円を超え、開館記念展の入館者数は開館１カ
月を待たずに当初目標をクリア、4万人超（12月15日現在）
となっています。

錦糸町駅南口交番前に
第三種自転車駐車場が開設
錦糸町駅周辺の放置自転車については、
早期に改善するよう要望して参りました。
これを受け、錦糸町南口交番前に、第
三種自転車駐車場（19台）が整備され11
月1日より、供用が開始されました。今後
も、放置自転車解消に向け、全力で取
り組んでまいります。

東京マラソン
2017がすみだを走ります！

2月26日
NEWS
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大横川親水公園
南詰を利用した
保育施設が完成
我が会派は平成28年度予算案に

「保育所入所待機児童の早期解
消に向けて、未利用地や公有地
を活用し、新たに保育所を設置す
るなど、平成28年度中に、緊急
対策を講じること」という付帯決議
を付け賛成しました。これを受け、
12月1日、親水公園に小規模保育
所が、八広に一時預り・定期利用
保育施設が開園しました。
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第
四
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

生
じ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
在
宅
子
育
て

支
援
の
一
層
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
児
童
館
を
中
心
と
し

た
子
ど
も
版
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
在
宅
の
子
育
て
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

在
宅
介
護
の
充
実
を  

問 

施
設
介
護
の
区
費
負
担
額
は
約
7.5
億
円

で
、
利
用
者
１
人
あ
た
り
の
区
費
投
入
額
は

年
額
約
３
６
０
万
円
と
な
る
が
、
訪
問
介
護

を
み
る
と
、
区
費
投
入
額
は
約
16
億
円
と
な

り
、
利
用
者
１
人
あ
た
り
の
区
費
投
入
額
は

年
額
約
42
万
円
と
な
り
、
約
８
倍
の
開
き
が

あ
る
。
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
介

護
予
防
及
び
在
宅
介
護
に
更
に
重
点
を
置
き
、

施
設
介
護
に
至
ら
な
い
よ
う
に
誘
導
す
る
施

策
の
充
実
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

答 

今
後
の
高
齢
者
人
口
の
動
向
を
踏
ま
え
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
な
る
平
成
37
年
を
見
据
え
つ
つ
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
、
介
護
予
防・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
充
実
、
介
護
人

材
の
確
保
に
向
け
た
取
組
や
、
質
の
向
上
に

向
け
た
研
修
等
を
実
施
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
支
援
の
充
実
を  

問 

平
成
27
年
度
決
算
で
は
、
本
区
で
生
活

保
護
受
給
者
へ
の
公
費
負
担
総
額
は
、
約

１
６
２
億
円
で
、
う
ち
区
費
負
担
額
は
約

35
億
円
と
な
る
。
他
方
で
、
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
支
援
事
業
は
、
就
学
援
助
を
含
め
て

も
、
総
額
で
区
費
負
担
額
約
４
億
円
で
あ
り
、

区
費
負
担
額
で
９
倍
の
開
き
が
あ
る
。
生
活

保
護
を
受
け
る
こ
と
は
国
民
の
権
利
だ
が
、

い
か
に
生
活
保
護
に
至
ら
な
い
よ
う
に
、
家

計
の
改
善
や
支
援
を
行
い
、
寄
り
添
い
支
え
、

自
立
を
促
し
て
い
く
の
か
も
重
要
だ
。
本
区

［ 

一
般
質
問 

］

●
す
み
だ
北
斎
美
術
館
を

　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た

　
新
し
い
社
会
実
験
に
つ
い
て  

問 

建
設
に
当
た
り
、
多
く
の
民
間
資
金
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
要
因
は
何
か
。
こ

の
方
法
は
今
後
の
公
共
施
設
建
設
等
に
役
立

て
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
。

答 

寄
付
を
展
開
す
る
に
当
た
り
、
美
術
館

開
館
に
向
け
た
参
加
意
識
を
醸
成
す
る
な

ど
、
戦
略
を
練
っ
た
結
果
と
考
え
る
。
今
後

も
民
間
資
金
の
積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て
い

く
。

問 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
、
区
政
に

関
す
る
情
報
の
収
集
・
分
析
に
活
か
し
て
は

ど
う
か
。

答 

民
間
企
業
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
も
期
待
で
き
る
の
で
、
他
の
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
に
よ

る
情
報
収
集
な
ど
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

●
大
規
模
小
売
店
舗
の
撤
退
・

　
廃
業
に
つ
い
て   

問 

大
規
模
小
売
店
舗
の
撤
退
・
廃
業
に
よ
る
、

失
業
者
の
発
生
及
び
買
物
の
利
便
性
低
下
、

周
辺
環
境
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
大
規
模
小

売
店
舗
に
一
定
の
義
務
を
課
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答 

条
例
で
は
大
規
模
店
に
対
し
、
地
域
で
の

商
業
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
努
力

義
務
を
課
し
て
お
り
、
国
や
都
な
ど
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

［ 

一
般
質
問 

］

●
国
の
制
度
改
正
及
び

　
新
た
な
予
算
措
置
へ
の
対
応
に
つ
い
て

無
年
金
救
済
法
／
債
権
法
／
義
務
標
準
法
／
耐

震
改
修
の
上
乗
せ
補
助
金
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
運
営
主
体
の
規
制
緩
和
／
都
市
公
園
法 

●
女
性
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

●
教
育
に
関
す
る
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問 

国
は
、
民
間
事
業
者
に
お
い
て
カ
フ
ェ
等
を

設
置
す
る
場
合
の
期
間
延
長
や
、
整
備
助
成

制
度
創
設
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
本

区
も
、
隅
田
公
園
な
ど
で
賑
わ
い
を
創
出
す

る
施
策
が
検
討
で
き
な
い
か
。

答 

国
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
回
遊
性
向

上
を
計
画
し
て
い
る
隅
田
公
園
を
は
じ
め
、
都

市
公
園
の
魅
力
向
上
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。 

問 

公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び
解
禁
を
。
新
設
の

公
園
か
ら
、
先
ず
検
討
し
て
ほ
し
い 

答 

公
園
・
広
場
の
新
設
や
改
修
時
に
は
地
域

的
な
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
の
上
、
幅
広
い
年
齢
層

か
ら
も
意
見
を
伺
い
、
ボ
ー
ル
遊
び
の
設
置
を

検
討
す
る
。
現
在
、
京
成
押
上
線
高
架
化
で

生
ま
れ
た
スペ
ー
ス
に
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。 

問 

奨
学
金
制
度
や
、
教
育
の
機
会
均
等
を

図
る
福
祉
施
策
に
つ
い
て
、
制
度
を
知
ら
ず
に

夢
を
諦
め
る
子
ど
も
達
が
い
て
は
い
け
な
い
。

一
覧
表
を
作
成
し
、
全
教
職
員
へ
情
報
提
供

を
行
い
、
指
導
を
徹
底
し
て
も
ら
い
た
い
。  

答 

わ
か
り
や
す
く
取
り
ま
と
め
て
、
全
教

職
員
へ
情
報
提
供
を
行
い
、
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
確
実
に
伝
わ
る
よ
う
に
進
め
る
。

に
お
い
て
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
支
援
は
区
、
応
急
的
な
貸
付
け
は
社

会
福
祉
協
議
会
、
債
務
整
理
な
ど
法
的
問

題
は
法
律
事
務
所
と
、
何
か
所
も
往
復
し
な

く
て
は
な
ら
ず
、
た
だ
で
さ
え
生
活
困
窮
に

至
っ
て
い
る
区
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担

で
あ
る
。
目
の
前
の
「
人
」
に
着
目
し
た
一

元
的
な
支
援
の
確
立
と
支
援
の
充
実
を
求
め

る
。

答 

「
人
」
に
着
目
し
た
支
援
を
行
う
上
で
、

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
は
、
大
変
重
要
だ
。
前
記
事
業
が

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
よ
う
検
討
す
る
。
平
成
29
年

度
の
同
法
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、
生
活
困

窮
者
支
援
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

学
校
図
書
館
の
蔵
書
の
充
実
を 

問 

文
部
科
学
省
「
学
校
図
書
館
の
現
状
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
蔵
書
目
標
の
達

成
率
に
つ
い
て
、
本
区
の
区
立
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
25
校
中
５
校
が
未
達
で
達
成
率

80
％
、
公
立
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
10
校
中

９
校
が
未
達
で
達
成
率
は
わ
ず
か
10
％
、
23

区
で
最
下
位
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

文
部
科
学
省
が
定
め
た
図
書
標
準
に
基
づ
い

て
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て
、
蔵
書
の
充
実

を
図
り
、
達
成
率
１
０
０
％
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
。

答 

学
校
図
書
館
の
蔵
書
の
充
実
は
、
学
力

向
上
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
よ
り
充
実
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
数
年
間
で
学
校

図
書
館
図
書
標
準
を
満
た
す
こ
と
を
目
標

に
、
計
画
を
立
て
て
、
学
校
ご
と
の
達
成
率

を
管
理
し
、
蔵
書
数
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

［ 
代
表
質
問 

］

　
　
　
　

待
機
児
童
の
解
消
を  

問 

来
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
墨
田
区

待
機
児
童
解
消
計
画
の
現
時
点
で
の
進
捗
状

況
と
達
成
見
込
み
は
。

答 

平
成
28
年
度
に
３
０
０
人
、
平
成
29
年

度
に
５
０
０
人
の
保
育
定
員
拡
大
を
目
標
と

し
て
お
り
、
２
か
年
で
８
０
０
人
の
目
標
を

達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

在
宅
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を  

問 

本
区
の
認
可
保
育
所
に
か
か
る
コ
ス
ト

は
、
平
成
27
年
度
決
算
で
区
費
負
担
額
約

80
億
円
で
児
童
１
人
あ
た
り
の
区
費
投
入
額

は
約
１
７
０
万
円
で
あ
る
。
他
方
で
在
宅
子

育
て
を
支
援
す
る
一
時
預
か
り
事
業
や
子
育

て
ひ
ろ
ば
事
業
の
決
算
額
は
約
14
億
円
で
あ

り
、
緊
急
的
利
用
を
除
く
と
児
童
１
人
あ
た

り
の
区
費
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墨田区議会議員

佐藤 篤
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区政の重要課題について
　平成27年度は、前基本計画の最終年度で、3つのリーディングプロジェクト

（防災対策・子育てと高齢者施策・観光対策）に、予算の重点配分がなされました。
そのことを踏まえ、わが会派は以下の内容を強く求めました。
＜ 防災対策 ＞
●「燃えない・壊れないまちづくり」の、ハード面の整備にお
いて、「不燃化特区」では、住民との合意形成が困難で、
面的整備が進んでいません。北部地域の不燃化率や耐
震化率の向上は喫緊の課題であり、エリアの拡大と助成
額増額等の取組を強く求めます。

＜ 子育て施策 ＞
●「墨田区子ども・子育て支援事業計画」に基づき、計画的
な支援量の拡大と質の向上が図られましたが、今後更な
る創意工夫による仕組みの改善等を行い、保護者、職員
双方の「保活ストレスの解消」への取り組みを求めます。

　引き続き待機児童解消施策への最大限の努力、さらには
全国的に大きな問題に発展した「保育士不足」には、区独
自の施策を行う等、待機児童ゼロに向け、更なる努力を
求めます。加えて「在宅での子育て支援」について特に力
を注ぐよう求めます。

＜ 高齢者施策 ＞
●平成３７年に向け、高齢者の方々が、地域でいきいきと暮
らしていける環境を整えることが重要であるため、高齢者
が地域支援事業や、介護予防サービス事業によって元気
に生活し、介護が必要となっても住み慣れた土地で、尊
厳を持って過ごせるよう、切れ目のない支援と施策をあら
ためて求めます。

＜ 障害者施策 ＞
●福祉における障害者施策では、「障害者差別解消法」を十
分踏まえた取組を要望します。

＜ 観光施策 ＞
●今後も「すみだ北斎美術館」や「東京オリンピックパ
ラリンピック」開催へ向けた早急な受け入れ体制づ
くりを求め、訪日外国人旅行者が快適に本区で過
ごせるおもてなしや、都との連携、観光協会や民
間事業者の支援を進めながら、増え続ける違法民
泊など、区民の安全安心の面からも、区として実
態把握と対策の強化を求めます。

＜ 平和教育 ＞
● 27年度は「終戦７０周年平和祈念事業」が行われま
した。私たちは都と連携し、メモリアルパークであ
る横網町公園と園内施設を率先して活用するなど、
本区ならではの平和教育と、観光の融合を、目指
すべきであるとあらためて求めました。

＜ 教育について ＞
●教育環境の整備については、学力向上、いじめ、
不登校問題等の課題について、全力で取り組み、
目に見える結果を出すことを要望しました。

＜ 職員の育成 ＞
●事務事業に関する「節約」が、事務処理方針で通達
されましたが、職員が見聞を広めることなど、人材
育成をすることの抑制につながらないようにしてい
ただきたい。そして職員がプロフェッショナル、ジェ
ネラリストとしてアンテナを張り、本区の将来のため、
今の一歩先、二歩先を見据えて行動できる環境を
整えることを切に求めます。

［ 意 見 開 陳 の 要 旨 ］

＜平成27年度決算特別委員会が開催されました＞

（写真左より）福田はるみ委員・田中邦友委員・加藤拓委員・沖山仁委員・しもむら緑委員による
活発な議論。委員以外も資料収集等で活躍しました。

（写真左より）坂下議長・中沢委員長・浜田議会事務局長・坂井副委員長。中沢委員長はスムー
ズな議事運営に努めました。坂井副委員長は委員長を補佐しながら、質問も行いました。

企画総務委員会
　旧西吾嬬小学校・旧曳舟中学校跡
地に誘致予定の大学について、現在
前向きに交渉中であることが報告されま
した。質疑の中で年度内に決定したい
旨の答弁がありました。

福祉保健委員会
　家庭センター跡地に、待機児童解
消に向けて、想定定員120名の保育
施設の整備計画が示されました。また
平成 30年度開設の仮称「こども未来
館」の進捗状況が報告されました。

区民文教委員会
　本所地域プラザの指定管理者の
指定等の議案が審議されました。報
告事項として、すみだ北斎美術館の
開館後の状況や、すみだ教育指針
の素案等が報告されました。

産業都市委員会
　新設「墨田区分譲マンションの適
正管理に関する条例」を重点質疑。
分譲マンション適正管理による安全・
安心な居住環境や市街地の環境保
護への寄与を確認して、可決しました。

第四回定例会常任委員会トピック

10月21日～11月9日　平成27年度決算（一般会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・
後期高齢者医療特別会計）を審査する平成27年度決算特別委員会が中沢えみり委員長の下、開会されました。

平成28年12月9日の本会議における、墨田オンブ
ズマン大瀬康介議員の反対討論の中で、松島

みどり衆議院議員の資金管理団体である「みどり会」か

ら松島みどり本人への約130万円の寄付金支出は、政
治資金規正法違反であるかのような指摘がありました。
この指摘に対して、急遽、休憩動議を行い、本会議
を休憩し、関係者への事実確認及び総務省への照会
を行った結果、違法の事実はなく、法に従った適正な

処理であることが分かりました。休憩後ただちに、自民
党として「法律の解釈を誤り、あたかも違法な事実があ
るかのような、このような言動は、区民を騙し、無用な
混乱に陥れるものであり、議会人として恥ずべき、厳に
慎むべき言動」と指摘した上で賛成討論を行いました。

大瀬議員の発言で区議会が中断

財政について
　特別区税が前年度と比べて3.1％増
加、特別区交付金は 前 年 度と比 べて
2.6％増加、財政指標では、経常収支・
実質収支とも黒字決算で、一般会計で
は過去最大となりました。財政調整基
金、公共施設整備基金の合計が100
億円を超え、計画的な財政運営への第
一歩となりました。しかし経常収支比率
は、依然として83.3％で、23区平均と
比べて厳しい数字で、義務的経費が一
般財源を圧迫する硬直化した区財政が
続いています。
　今後はより一層の行財政のスリム化と
同時に、担税力の高い区民の転入促
進、定住促進等、戦略的側面からの政
策を求めます。
　資産については、資産老朽化指数が
64.1％と上昇を続けており、確実に公共
施設等の老朽化が進んでいます。
　公共施設や学校跡地は、狭小な本
区においては貴重な空間です。「墨田
区公共施設等総合管理計画」に基づ
き、将来の大規模改修に向け、基金の
積み増し等の努力と合わせて、計画的
な整理統合、民間事業者の活用、売
却等も視野に入れ、柔軟なあり方を検
討することを求めます。
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子育て支援・障害者・高齢者等、区
民生活を拡充し、安心して暮らしていけ
る活気ある環境づくりを区民主体の目
線で進めてまいります。

いま、喫緊の課題となっている、子育
て支援、高齢者対策に全力を尽くし、
一層の行政改革に取り組んで参ります。

区民の意見をしっかり吸収して、わが
主張は最短解決そして全力。満足感あ
る生活を！活気ある下町実現！
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観光振興プランの着実な推進を図り、
地域力の向上による「区民が主役の区
政」をめざして取り組んで参ります。

必ず成功する雨乞いがあります。それ
は雨が降るまでやめないこと。本年も
区政に邁進するとともに、初詣で区
民の幸せ乞いもします。

安全、安心して「笑顔で暮らせるまち」
すみだになるよう全力で取り組んでいき
ます。良い年をお祈り申し上げます。

皆様がお元気に 生き生きと 笑顔で過
ごせる、素晴らしい一年となります様に
お祈りしています。

教育と芸術文化の充実を目指し、真の国
際観光都市すみだの構築に向け豊かな
環境創りに今年も元気に邁進いたします！

引き続き皆様のご意見をいただきながら
区政の課題に取り組みます。 区の将
来につながる提案をしていきます。

すべての子どもが、未来への明るい希
望が持て、夢を実現させることができる
社会の構築を目指します!!

旧西吾嬬小・曳舟中跡地への大学誘
致を実現し、よりよい教育環境の整備
と地域活性化に全力を尽くします。

昨年 10回開催した「区政報告会」を
今年も継続し、「身近な政治家」という、
皆様への約束を果たして参ります。

会派報の読み心地は如何ですか？
本年も生活に密着した優しい区政・身
近な区政・わかりやすい区政を目指して
まいります。
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 産業都市委員会委員
 観光対策等調査特別委員会委員
 決算特別委員会副委員長   編集長


